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イベント概要 

 

[企業名]  ロードスターキャピタル株式会社  

 

[企業 ID]  3482 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2025 年 12 月期 通期決算説明会  

 

[決算期]  2025 年度 通期  

 

[日程]   2026 年 2 月 13 日  

 

[ページ数]  29 

  

[時間]   16:30 – 17:00 

（合計：30 分、登壇：17 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

   代表取締役社長  岩野 達志（以下、岩野） 
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登壇 

 

司会：ただ今より、ロードスターキャピタル株式会社、2025 年 12 月期通期決算説明会を開始いた

します。 

社長、岩野からの説明のあと、皆様からご質問をお受けいたします。質問については、Q&A 欄に

質問内容をご記入ください。投稿されたご質問の中から運営側が選択して、ご回答いたします。 

それでは、始めさせていただきます。 

岩野：代表取締役社長の岩野達志です。私から、2025 年 12 月期通期の決算説明をさせていただき

ます。 

 

弊社は、「不動産とテクノロジーの融合が未来のマーケットを切り開く」という Mission を掲げ、

ビジネスを展開している会社になります。 
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まずは、決算ハイライト、トピック等について話をさせていただきます。 

 

2025 年 12 月期の決算ハイライトは、こちらのとおりです。 

売上高 446 億円、営業利益 134 億円、税前利益 116 億円、当期純利益 79 億円となりました。 

創業以来 13 期連続の増収増益を達成し、当初計画を上回る 86 円への増配を予定しております。 
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全ての事業において過去最大の売上を記録し、また販売用不動産残高も 925 億円と順調に積み上

げております。 

 

次に、トピックです。 

一つ目は、Hash DasH Holdings の M&A、完全子会社化になります。これにより、不動産セキュ

リティトークン・オファリング、通称不動産 STO に関わる全ての業務がロードスターグループで

一貫して提供できるようになります。 

二つ目は、銀座菊正ビル/銀座ニューセントラルビルの取得になります。銀座みゆき通りを挟ん

で、GINZA SIX に面する非常に希少性の高い店舗・事務所ビルになります。インフレ局面下、イン

バウンド需要が強いマーケットにおいて、非常に魅力的な案件と考えております。 

それ以外にも、OwnersBook でのエクイティ型案件のローンチや IR 強化等々を行ってまいりまし

た。 
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ここからは、連結売上高と連結税前利益についてです。 

全事業が好調に進捗し、連結売上高は 446 億円、連結税前利益も 116 億円と、それぞれ過去最高

を更新し、13 期連続の増収増益を達成しました。 

また、税前利益率も 26%と、引き続き高水準を維持しております。 

不動産マーケットの環境は引き続き良好であり、投資家需要も強く、流動性の高い状況が続いてお

ります。 
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次に、コストコントロールと人への投資です。 

HIRAMATSU HOTELS の関連費用がかさんだものの、適切なコストコントロールにより、総費用

比率は例年並みに抑えることができました。 

また、人への投資を重視した結果、労働生産性の向上と優秀な人材の確保につながっており、1 人

当たりの営業利益は 2 億円を超えており、業界でも最高水準となっております。 
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連結損益計算書については、ご覧のとおりです。 

各段階利益は計画値を上回り、前年比で 15%以上の増加となっております。 

補足しますと、費用項目には、現金支出を伴わない減価償却費や、ストックオプションの発行に関

連した株式報酬費用等が合わせて 15 億円以上含まれており、EBITDA は 150 億円を超えておりま

す。 

また、1 株当たり当期純利益を示す EPS も 479 円と順調に増加しております。 
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次に、連結貸借対照表になります。 

販売用不動産残高は 925 億円となっておりますが、現預金も 145 億円と、機動的な案件取得に対

応できるよう、手元資金も十分に確保しております。 

なお、物件の入れ替えを行い、含み益を顕在化はしつつも、保有不動産全体の含み益は前年同期よ

り 30 億円以上増えて、379 億円となっております。 

インフレ局面においては、保有資産の価値も時間の経過とともに増える状況にありますので、タイ

ミングを見極めて入れ替えを行っていくことが非常に大切になっています。 
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株主還元についてです。 

当期につきましては、利益が当初計画を上回ったことにより、当初計画より 1 株当たり配当金は 3

円増配し、86 円の配当を予定しております。 

これまで同様、会社の成長に合わせて、安定的かつ継続的な配当を行ってまいります。 
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次に、事業別の実績について説明させていただきます。 

 

まずは、不動産投資領域になります。 

 

コーポレートファンディング事業の不動産投資事業についてですが、都内のオフィスを中心に 9 物

件を売却し、売上高は前年同期比 22%増で過去最大の 342 億円となりました。 
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一方で、仕入もオフィスを中心に積極的に進め、合計 7 物件を取得し、将来の経営基盤となる不動

産の積み増しも順調に進んでおります。 

国内の機関投資家、事業法人のみならず、欧米の投資家も積極的な姿勢を見せており、引き続き活

況なマーケットが予想されます。 

 

次に、コーポレートファンディング事業の不動産賃貸事業についてです。 

オフィス回帰やインバウンド需要を受け、賃貸事業は好調であり、売上高は前年同期比で 21%

増、過去最大の 35 億円となっております。 

都心を中心としたオフィスの空室率はかなり低下してきており、都心 5 区は 2%台前半となってお

ります。 

また、賃貸利益率も 54%と高水準を維持しており、賃貸市場も引き続き活況となることが予想さ

れます。 
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次に、ホテル運営事業についてです。こちらは、HIRAMATSU が運営するリゾートホテル 6 軒の

運営売上を計上しております。 

ホテル運営売上は 42.6 億円、ホテル運営原価も 42.4 億円となり、ホテル運営利益は、2,000 万円

ほどではありますが、ギリギリ黒字になっております。 

新規ホテルの供給等もあり、運営収益的には当初の計画値を下回っているものの、運営会社と協力

して集客力の向上を目指してまいります。 

なお、当該事業についてはご心配をおかけしておりますが、不動産そのものとしての評価は非常に

高く、国内外の投資家からの売却依頼の相談が数多く来ており、含み益は相応にあることは補足さ

せていただければと思います。 
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コーポレートファンディング事業の保有実績推移についてです。 

期末に小型の物件を複数売却したため、物件数は減っておりますが、不動産残高および含み益は増

加しております。 

今月末には大型物件の売却を予定しているほか、新規案件の取得に向けては複数案件で交渉中とな

っており、積極的な姿勢で取り組んでおります。 
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次に、アセットマネジメント事業です。 

大型物件の売却があり、売上高は前年同期比 48%増の 17 億円と、過去最大となりました。 

利益確定のための案件売却が複数件あったため、AUM は前年同期に比べて減少はしております

が、国内外の投資家からの信頼は厚く、投資需要は非常に強くなってきております。 

足元の状況を説明すると、既に取得契約済み、もしくは今後取得契約予定のオフィスやホテルも複

数件あり、AUM の積み上げに注力してまいります。 

また、Hash DasH Holdings の子会社化もあり、今後は不動産 STO 案件による AUM 積み上げにも

期待されております。 
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次に、Fintech 領域のクラウドファンディング事業について説明させていただきます。 

 

好調な不動産市況を背景に、売上高は前年同期比 26%増の 8 億 2,900 万となりました。 

新規の株主優待やプラチナ会員制度を始めたほか、6 年ぶりとなるエクイティ型第 3 号案件を 11

月にローンチしており、着実に成長しております。 
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今後は、当該クラウドファンディング事業で培ったノウハウや個人投資家とのネットワークを不動

産 STO 領域にも拡張していくことを想定しております。 

 

ここからは、2026 年 12 月期の事業計画についてです。 
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2026 年 12 月期の業績予想としましては、売上高 561 億円、営業利益 159 億円、税前利益 135 億

円、当期純利益 91 億円となっております。 

売上高で 26%増、税前利益で 16%増を予定しており、創業以来 14 期連続での増収増益を見込んで

おります。 

併せて、配当も 1 株当たり 98 円を予定しており、9 期連続での増配を目指しております。 

補足しますと、今回の事業計画には、コーポレートファンディング事業における立ち退き費用や

Hash DasH Holdings の連結子会社化に関わる費用等も含まれており、その上での増収増益を計画

しております。 

 

なお、今後の不動産マーケットの見通しについてですが、引き続き強気で見ております。 

特にオフィスマーケットは堅調であり、都心 5 区の空室率は 2%台前半とかなり低くなっており、

その分、賃料の上昇圧力が増しております。 

国内外の投資家についても、昨年後半ぐらいからかなり積極的な動きが出てきております。 

また、東証市場改革に関連して、上場企業による不動産のオフバラの流れがあり、比較的良質な不

動産の供給も出てきており、マーケットが活況となる要因の一つになっております。 
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事業戦略としましては、コーポレートファンディング事業におけるオフィス投資を中心に、アセッ

トマネジメント事業における AUM の大幅な積み増し、クラウドファンディング事業の貸付拡大、

不動産 ST の案件化などを考えております。 

日銀の政策金利の引き上げや資材価格、人件費の高騰はインフレ圧力となっており、不動産価格に

対して総じてポジティブではあるものの、金利の負担の増大や再開発事業の遅れなどネガティブな

側面もあるので、そのリスクについては常に注視してまいります。 

 

ここからは、弊社が行った M&A の概要について説明させていただきます。 
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2025 年 12 月にセキュリティトークン・プラットフォームを開発・保有し、かつセキュリティトー

クン専業の証券会社をグループに持つ Hash DasH Holdings を完全子会社化しました。 

現状は赤字の会社となっておりますが、ロードスターグループとして、一気通貫して不動産 ST を

販売できる体制はかなり魅力的であり、他の事業との相乗効果も非常に大きいと考えております。 
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次に、当該 M&A による競争優位性についてです。 

下記の比較表のとおり、Hash DasH Holdings とロードスターグループの補完性は非常に高く、ST

事業推進に必要なリソースを全て内製化できます。これは、競合プレーヤーには大きな優位性を得

ることを意味します。 

併せて、不動産 ST のマーケットは急拡大中であり、さらには税制改正があったこともあり、今後

は不動産特定共同事業を行っている不動産会社等の新規参入も予想されます。 

弊社は、先んじて不動産 ST 事業に必要な許認可やプラットフォームをそろえることにより、将来

のデジタルマーケットの発展に向けて準備も着々と進めております。 

 

ロードスターグループの事業戦略上の位置づけにはなりますが、長期的な目標として、「不動産投

資市場の個人への開放」を掲げております。 

これまでは OwnersBook という不動産特化型のクラウドファンディングサービスを通じて、個人

投資家へのアプローチを広げてまいりましたが、不動産 ST 市場に参入することにより、今後さら

にその世界観が加速していくことが考えられます。 
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最後に、中期経営計画についてです。 

 

2027 年末を最終期とした 3 カ年計画であり、2025 年は、1 年目として着実に成果を出すことがで

きました。2026 年は、2 年目としてより大きな成果が求められる年でもあります。 
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2026 年の売上高、税前利益の計画数値は、それぞれ過去最高の数字を予想しており、2027 年の目

標に向けて着実に成長を続けてまいります。 

不動産帳簿残高以下の項目については計画値からややビハインドしておりますが、こちらについて

も全社を挙げて目標値に近づけるべく事業を推進してまいります。 

弊社は短期的な視点ではなく、中長期的な視点においてもしっかりと成長できるよう、今後も事業

を展開していければと思っています。 

説明は以上になります。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、これより質疑応答に移らせていただきます。 

それでは、最初の質問です。 

質問者 [Q]：不動産マーケットの見通しについて、2026 年度はさらに良くなる予想ですが、その

根拠をもう少し詳しく教えてください。 

司会 [M]：岩野社長、よろしくお願いします。 

岩野 [A]：2026 年の計画予算でも見られますように、弊社としては非常に強気に見ております。 

1 点目では、マーケットにおいてインフレが如実になってきているのと、国内外の資金の流入が見

られる点でございます。現物資産の見直しがされているということもあり、不動産の価値が再評価

されているのではないかと考えております。 

また、2 点目として、オフィスマーケットの回復がポイントとなっております。弊社はこれまでも

オフィスに注力して投資をしておりますが、直近、コロナ禍明け以降、非常にオフィスのマーケッ

トがタイトになってきておりまして、都心部を中心に賃料の上昇が顕著になってきておりますの

で、オフィスの賃料が顕著になることによって、また投資家が戻ってくるという良いサイクルにな

っているのではないかと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

続いての質問になります。 

質問者 [Q]：今期の増益要因について、もう少し詳しく教えてください。また、2026 年の上期・

下期のバランスはどうなりますでしょうか。 

司会 [M]：岩野社長、よろしくお願いします。 

岩野 [A]：今期の増益要因でございますが、正直に言いますと、比較的予定どおりに進捗はしてお

りました。あとは、アセットマネジメントにおいて大きなインセンティブ報酬の計上があったとい

うのもポイントかなと思っております。 

若干、売上が第 4 四半期に固まってしまったというところで、皆さんにご心配をおかけしたところ

もあるかとは思いますが、会社としてはマーケットが良くなっている状況でありましたので、なる
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べく売却に関してはギリギリまで待ったほうが数字が伸びるのではないかというところで対応させ

ていただきました。 

なので、どの分野、事業が特別に良かったというよりは、全般的に良かったのではないかと考えて

おります。 

2026 年 12 月期についてですが、こちらはご存じのとおり適時開示が出ておりますけれども、第 1

四半期に大型案件の売却が 1 件ございます。それ以降については、社長の立場としては早めに数字

を固めていきたいなとは思っているものの、一方でやはりマーケットの上昇局面にあるものですか

ら、どのタイミングで売却をするのが一番いいのかというのは、会社のメンバーでよく話し合いな

がら、考えながらやっていこうとは思っております。 

ただ一方で、マーケット環境がいいということには変わりはありませんので、非常に流動性が高

く、売却するには、当然簡単ではございませんけれども、比較的向いている年になるのではないか

なと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

続いての質問です。 

質問者 [Q]：M&A について、当社利益にどう貢献するか、イメージを持てていないので、教えて

ください。 

司会 [M]：岩野社長、よろしくお願いします。 

岩野 [A]：今回の M&A に関して言いますと、赤字会社の取得ですので、単に売上、利益をかさ増

しするために会社を買ってきたというよりは、会社としての相乗効果を見込んでの M&A 投資にな

ると考えております。 

ですので、第三者に対してサービスをして、売上をどんどん上げていくというよりは、弊社のグル

ープの一員としてコーポレートファンディング、アセットマネジメント、クラウドファンディング

と相乗効果を見ながら、一体となって会社全体の売上を上げていくというイメージでございます。

会社単独での売上という考え方でいうと、もしかしたらインパクトはそれほど大きくないのかもし

れないんですけれども、会社全体の底上げとしては非常に大きなものになるのではないかなと考え

ております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

続いての質問です。 
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質問者 [Q]：税制改正で貸付用不動産の評価方法の見直しが盛り込まれましたが、御社への影響、

不動産業界への影響についてお考えをお聞かせください。 

司会 [M]：岩野社長、お願いします。 

岩野 [A]：税制の見直しについては、特に不動産特定共同事業法を用いてビジネスをされている不

動産会社様に影響があるのではないかと考えております。弊社は、クラウドファンディング等につ

きましても、基本的には節税商品というよりは純粋な投資商品として扱っておりますので、直接的

な影響はございません。 

ただ一方で、もちろん不動産特定共同事業法で投資をしてきた方々が若干投資しにくいマーケット

にはなってきておりますので、その分、不動産のマーケットに影響はあるかなとは思っております

が、現状、マーケットを見ると、それよりも強い買いのニーズがある、もしくは不動産特定共同事

業法を使っていた人たちも、別の方法、もしかしたらそれが不動産 ST なのかもしれないんですけ

れども、ビジネスを展開していくと、かじを切り始めておりますので、トータルで言えば、それほ

ど大きな影響はないのではないかと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

続いての質問です。 

質問者 [Q]：今回の決算や来期の業績予想を踏まえて、中期経営計画の見通しに変化があれば教え

てください。 

司会 [M]：岩野社長、よろしくお願いします。 

岩野 [A]：中期経営計画については、弊社の見通しとしましては予定どおり、その計画に向かって

全社を挙げて取り組んでいる状況でございます。 

1 年前と比べてマーケットの環境がどうかという意味において言えば、1 年前よりは視界が良くな

ってきているのではないかなと感じておりますので、よりその達成に向けての確度、もしくは透明

度といいますか、マーケットの見方はポジティブなのではないかと考えております。 

ただ一方で、不動産のマーケットは、いろいろなところでイベントが起こったりしますと、急に変

化することもございますので、われわれとしましては金融マーケットを中心に、大きなトレンドと

か、ネガティブなインパクトがないかを常にウォッチしながら、日々ビジネスに取り組んでまいり

たいと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 
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続いての質問です。 

質問者 [Q]：大手が開発するような Tier 1 の大規模オフィスと、御社が保有するような比較的中小

規模のオフィスで同じレベルの賃料上昇が起きているのでしょうか。中小規模オフィスだと、テナ

ントも中小企業なので、価格転嫁が難しい等の要因で劣後したりしないのでしょうか。 

司会 [M]：岩野社長、よろしくお願いします。 

岩野 [A]：ありがとうございます。 

これはなかなか難しい質問でして、当然 Tier 1、グレード A のオフィスのほうが賃料の上昇の幅は

大きいのでないかとは考えております。それは純粋にテナントのクレジットが高いという側面もあ

りますし、グレードの高いオフィスビルの場合は、普通借ではなくて定借を前提としてテナント付

けしている場合が多いですので、テナントの入れ替わりのたびに賃料の時価に見直していくという

パターンが多いです。 

弊社の保有している物件に関して言いますと、そこまで大幅な上昇が見込めるかというのは、これ

からわれわれもマーケットを見ながらにはなりますけれども、目下われわれの保有している物件で

も着実に賃料は伸びてきております。そのレベル感がグレード A のビルと同じかと言われると、

そこまでではないのかもしれないんですけれども、われわれからすると非常にポジティブに考えて

おります。 

また逆に、昨今、中小のオフィスビルもしくは古いオフィスビルに関しては、どちらかというと、

それを再開発していくとか、取り壊していくという流れもございますので、賃料の安いオフィスビ

ルもかなり限定的になってきていると。その意味で、いずれにおいても、賃料には相応の上昇圧力

がかかっていくのではないかと考えております。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

続いての質問です。 

質問者 [Q]：今回の M&A は御社にとって初めての M&A ですが、実現できた要因と感想を教えて

ください。 

司会 [M]：岩野社長、お願いします。 

岩野 [A]：M&A に関して言いますと、われわれも今回急にチャレンジしたというよりは、過去に

もいろいろな案件についてスタディして、もしくは前向きに取り組んできた経緯がございます。 
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ただ、今回の Hash DasH さんの M&A に関して言うと、お話をいただいた当初から、非常に会社

としての相性がいい、相乗効果が大きいのではないかというところで、積極的に検討してまいりま

した。 

一方で、あまり開示資料の中にはないんですけれども、元々Hash DasH さんの株主といいますの

は、複数の会社がおりましたものですから、なかなか 100%全部の株式を買い取ることは厳しいの

ではないかなというところで、われわれもいろいろと準備、検討をしていたんですけれども、幸運

なことに最終的には 100%全部の株を買い切ることができました。そうすることによって、より積

極的に、主体的に一体として運営ができることになると思いますので、非常にうれしく思っており

ます。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

ほかに質問がある方はいらっしゃいませんでしょうか。 

それでは、ご質問がないようですので、質疑応答を終了いたします。以上で、本日の説明会を終了

いたします。ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

岩野 [M]：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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